
薬学英語Ⅱ 

責任者・コーディネーター  神経科学講座 駒野 宏人 教授 

担当講座・学科(分野) 
神経科学講座、生体防御学講座、微生物薬品創薬学講座、共通教育セン

ター外国語学科英語分野  

対象学 年  2  

区分・時間数 講義 21時間  期 間  後期  

単 位 数 1単位  

・学習方針（講義概要等） 

 薬学に関連した学術誌、雑誌、新聞の読解、および医療現場、研究室、学術会議などで必要とされ

る実用的英語力を身につけるために、科学英語の基本的知識と技能を修得し、生涯にわたって学習す

る習慣を身につける。 

・一般目標（GIO） 

 薬学を中心とした自然科学の分野で必要とされる英語の基礎力を身につけるために、「読む」「書

く」「聞く」「話す」に関する基本的知識と技能を修得する。特に、薬学英語Ⅱでは、実際の薬学関

連記事や英語論文を読む技術を修得する。自分の意見を英語で表現することを身につける。 

・到達目標（SBO） 

1. 教材中にでてくる薬学関連の英文を読み、その内容を説明できる。 

2. 教材中にでてくる薬学関連の英文を聞いて、その内容を説明できる。 

3. 教材中で使われた語彙を習得する。 

4. 英語論文の構成を理解し説明できる。 

5. 教材で習得した語彙を用いて、自分の意見や考えを英語で表現し議論できる。 

・講義日程                           （矢）東 102 1-B講義室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

9/10 火  1  神経科学講座  駒野 宏人 教授  
ガイダンス。薬学関連英語をまとめた

教材を使い、薬学英語の表現を学ぶ。 

9/17 火  4  外国語学科英語分野  ジェイムズ ホッブス 准教授  
英語で書かれた薬の説明書や処方箋か

ら、薬学英語の表現を学ぶ。 

9/24 火  4  外国語学科英語分野  ジェイムズ ホッブス 准教授  
英語で書かれた薬の説明書や処方箋か

ら、薬学英語の表現を学ぶ。 

10/1 火  1  神経科学講座  駒野 宏人 教授  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。 

10/8 火  1  神経科学講座  駒野 宏人 教授  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。 



月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

10/15 火  1  生体防御学講座  白石 博久 講師  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。 

10/22 火  4  生体防御学講座  白石 博久 講師  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。 

10/29 火  4  生体防御学講座  白石 博久 講師  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。英語論文の構

成、読み方を学ぶ。 

11/5 火  4  微生物薬品創薬学講座  西谷 直之 講師  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。代表的な英語

論文の読解。 

11/12 火  1  微生物薬品創薬学講座  西谷 直之 講師  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。代表的な英語

論文の読解。 

11/19 火  1  神経科学講座  前田 智司 准教授  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。代表的な英語

論文の読解。 

12/3 火  1  神経科学講座  前田 智司 准教授  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。代表的な英語

論文の読解。 

12/10 火  1  神経科学講座  駒野 宏人 教授  
薬学関連英語をまとめた教材を使い、

薬学英語の表現を学ぶ。代表的な英語

論文の読解。 

12/17 火  1  神経科学講座  駒野 宏人 教授  薬学英語Ⅱのまとめ 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 
書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  
医学・薬学系学生のための総

合英語:The Wonders of 

Medicine 改訂版 
瀬谷 幸男 他 

南雲堂              

（定価 1,700円） 
2009 

教  
Drills for Medical English:メデ

ィカル英語の基礎ドリル※別

売りCD2,500円  
高垣 俊之 

鷹書房弓プレス         

（定価 1,300円） 
2007 

教  薬学英語 基本用語用例集  瀬谷 幸男 他 
南雲堂ﾌｪﾆｯｸｽ          

（定価 1,900円） 
2006 

・成績評価方法 

小テスト、出席日数、授業態度、定期試験を総合的に評価する。  

 



・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  パソコン（パナソニック、CF-Y7BWHAJS） 1  

コンピューターで作成した講

義資料を講義室のプロジェク

ターで映写し、講義に使用す

る。（駒野、前田）  


